
第 2章 観光立国の意義および訪日外国人観光客
の入出国空港等に関する特性分析1

Ⅰ はじめに

この数年の間に観光を目的とした訪日外国人が増加している｡ 例えば, 高山は

日本の原風景のような懐かしさを感じさせてくれる町並みのある観光地であり,

近年, 欧米から多くの観光客が訪れている｡ また, 福岡空港に近い太宰府天満宮

には, 近隣のアジア諸国から多くの若い観光客が訪れている｡ あるいは, 成田空

港に近い成田山新勝寺では, 純日本的な町並みに様々な国から観光客が訪れ, エ

キゾチックな雰囲気である｡

ところで, 今日, 地方経済の低迷が言われて久しい｡ 観光の振興を通じて, 地

域の活性化を図り, 個性豊かな地域づくりを進めることは, 地域振興の有効な手

段の一つであり, 課題でもある｡ ここでは, まず訪日外国人客を増やすことで観

光立国を推進する意義について考察する｡ 次に, 訪日外国人がどの空港から入国

し, どこの観光地を訪れる傾向があるのか, さらに興味のある観光資源の対象は

何であるかを明らかにするために, 日本政府観光局による 2009 年訪日外客訪問

地調査2のデータを, 多変量解析手法の一つである主成分分析手法に応用する｡

Ⅱ 観光立国の意義と課題

1 観光産業の我が国経済への波及効果

2003 年 (平成 15年) 4月には訪日促進キャンペーンが ｢ビジット・ジャパン・

キャンペーン｣ として開始され, 2006 年 (平成 18 年) 12 月には ｢観光立国推進

基本法｣ が成立した｡ 2007 年 (平成 19 年) 6 月に閣議決定された ｢観光立国推

進基本計画｣ では, ｢観光立国の実現｣ は, 21 世紀の我が国経済社会の発展のた

めに不可欠な国家的課題とされている｡ また, 2009 年 (平成 21 年) 12 月に閣議

決定した政府の ｢新成長戦略 (基本方針) ～輝きのある日本～｣ において, 観光
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立国の推進は 6つの成長戦略分野の 1つとして位置づけられている｡ では, 観光

が日本経済へ影響を及ぼす波及効果はどのようになっているか｡

国土交通省 ｢平成 20 年度旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究｣ によ

れば, 15,000 人を対象として ｢旅行・観光消費動向調査｣ を実施し, 日本にお

ける旅行消費額を推計し, 2005 年 (平成 17 年) 産業連関表を用いて 2008 年

(平成 20 年) 度の旅行消費が日本にもたらした経済波及効果を推計している｡

(図 1 参照)

これによれば, 日本で支払われた旅行消費額は総額 23.6 兆円であり, 内訳は,

国内宿泊旅行で 15.6 兆円, 国内日帰り旅行で 4.9 兆円, 海外旅行のうち国内分

1,7 兆円, 訪日外国人旅行 1.3 兆円である｡ 旅行消費の経済波及効果は国内生産

額の 5.3％に当たる 51.4 兆円であり, 付加価値誘発効果は 26.5 兆円に及ぶ｡ ま

た, 雇用誘発効果としては 430 万人であり, 2007 年 (平成 19 年) 度就業者数

6,445 万人 (内閣府 ｢国民経済計算年報｣) の 6.7％を占めている｡ 税収効果は,

4.6 兆円と試算され 2008 年 (平成 20 年) 度税収見込み額 (国税と地方税の合計)

86.3 兆円の 5.3％に相当する3｡
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図 1 旅行消費額 (国内) と波及効果 (平成 20 年度)
資料) 国土交通省 (平成 20 年度旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究) による｡

国土交通省観光庁のホームページ情報・資料＞統計情報から掲載
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このように観光産業は極めて裾野の広い産業であり, その他の産業へ波及効果

が大きく, 雇用誘発効果の高い産業である｡

2 旅行者数等の推移

国内宿泊旅行, 海外旅行 (国内分), 訪日外国人旅行の各々について, 最近の

旅行者数の推移は次のとおりである｡

まず, 国内宿泊旅行の推移については, 一人当たりの年間宿泊回数および宿泊

数は図 2のとおり推移し, 2003 年以降は横ばいないし, 低下傾向が続いている｡

次に, 日本人の海外旅行者数については, 図 3 のとおり推移し, 2000 年まで

右肩上がりに伸びてきたが, 2001 年の 9.11 事件に続き, アフガニスタン紛争,

イラク戦争, 2003 年の SARS の発生というマイナス要因が立て続けに発生し,

これまでにない落ち込みをみせた｡ 2004 年からは, 回復基調に転じ, ようやく

2006 年には約 1,754 万人となったが, 2007 年以降減少に転じている｡

訪日外国人旅行者数については, 2003 年のビジット・ジャパン・キャンペー

ンの開始以来一貫して増加し, リーマンショックの影響で 2009 年は減少に転じ

たが, 2010 年は再び回復し, 1 月から前年実績を大きく上回り過去最高の旅行者

数となる見込みである｡ 図 4 の訪日外国人数の推移については, 2010 年は 1 月
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図 2 国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移
資料) 国土交通省観光庁 ｢旅行・観光消費動向調査｣ による｡



から 11 月まで分であり, 12 月が前年度並みであっても過去最高数となる見込み

である｡
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図 3 日本人の海外旅行者数の推移
資料) 法務省及び (独) 国際観光振興機構資料に基づき観光庁作成資料による｡
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図 4 訪日外国人数の推移
資料) 日本政府観光局 (JNTO) 2010 年訪日外客数による｡

2010 年は 1月から 11 月分まで, 10 月および 11 月は日本政府観光局の推計値
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3 主要国における旅行消費額の比較

観光産業のGDPに占める割合, 雇用に占める割合をあらわしたものが図 5お

よび図 6 である｡ スペイン, オーストリアなど国境を接している欧州諸国が

GDP, 雇用共に高い割合を占めるが, オーストラリア, 米国, カナダと比べて

も日本の観光産業の占める割合が著しく低くなっている｡ なお, GDP は, 国際

比較をするため UNWTO が提唱する観光経済の計算手法である国際基準 TSA

(Tourism Satellite Account) により計算されたものである｡ 前述の旅行消費額

と比較して土産品や日用品等の購入は観光売上とみなされないため, 金額は少な

くなっている｡

図 7は旅行消費額の国民と外国人の比を示したものである｡ 前述と同様に欧州

諸国で外国人の比率が高いが, オーストラリア, 米国, カナダと比較しても日本

の外国人比率が著しく低くなっている｡ 日本の観光産業については, 外国人の旅

行者数の比率が低いことが, GNP に対する比率や雇用者数に対する比率が低い

一因であると推測される｡

国内旅行者や日本人の海外旅行者数が横ばいの状況である中で, 訪日外国人旅

行者数は順調に伸びており, 諸外国の外国人の旅行消費比率が日本と比較して高
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図 5 観光GDPの GDPに占める割合
資料) 日本交通学会シンポジウム観光庁講演資料から

図 6 産業観光の雇用割合
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いことからも, 訪日外国人数の伸びる余地, 伸び代が十分にあると推測される｡

4 観光立国の意義

観光立国の意義としては, 次のことがあげられる｡

まず, 近隣諸国を始めとした諸外国からの訪日観光客 (旅行者) が増加するこ

とは日本の文化に理解を深めてもらう機会であり, こうした国際観光による草の

根交流は, 国家間の外交を補完・強化するものであり, 国際観光の推進は日本の

ソフトパワーを強化するものであると言える｡

また, 前述のように, 旅行消費額は, 生産波及効果, 雇用効果が大きく, 少子

高齢化により成熟した今の社会では, 観光振興による交流人口の拡大は, 需要の

創出による経済の活性化に有効であり, 観光の振興が, 少子高齢化時代の経済活

性化の切り札となる｡

次に, 観光による交流人口の拡大は, 地域経済の活性化の起爆剤となることが

できる｡ 観光に訪れたいと思うような集客力のある個性豊かな地域づくりは, 各

地域の自主・自律の精神を促すものとなる｡
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図 7 主要国における旅行消費額の国民・外国人比率
資料) 22 年版観光白書から掲載



さらに, 観光立国を推進することで, 日本の歴史的・文化的価値を再認識する

プロセスとなり, 日本の魅力の再活性化につながるものである4｡

Ⅱ 訪日外国人と空港

日本を訪れる外国人客がどこの空港を利用して, どの地域を訪問している傾向

があるのか｡ また, 観光客が属する国・地域により違いがあるのかという点を主

成分分析の手法を応用して分析を試みる｡ データは 2009 年の日本政府観光局

(JNTO) による訪日外客訪問地調査の資料を用いて行う｡ この資料は 22 年版観

光白書の 2009 年分の訪日外客数の動向と比較し, 利用した空港 (港) の割合,

あるいは訪日外国人の属する国・地域の割合がほぼ同じであるため, この標本を

使用して分析を行った｡

まず, 訪日先として調査の対象となった観光地のうちで 1％以上が訪問してい

る地域 59 か所の訪日外国人旅行者数を変数として, 入出国した空港 (港) 利用

者数を主成分分析した｡

次に, 変数を訪日外国人の属する国・地域の訪日旅行者数として, 入出国に利

用した空港 (港) 利用者数を主成分分析した｡

さらに, 変数を訪日外国人の属する国・地域の訪日旅行者数として, 1％以上

が訪問している地域 59 か所の訪日旅行者数を主成分分析した｡

1 訪問先 (観光地) を成分負荷量とした入出国 (港) の主成分分析

訪日外客訪問地調査により, 訪れた都道府県別に最も入出国者数の多い空港

(港) ごとに色分けすると図 8のとおり, 新千歳, 成田, 関西, 中部, 福岡, 那

覇の 6空港の勢力圏に分けられる｡ このことにから成分数を 6と指定して, 各成

分の解釈をわかりやすくするため直行回転のバリマックス法を採用した｡ 成分負

荷量表は表 1, 成分得点表は表 2のとおりである｡

分析の結果, 第 1 成分から第 6 成分までで, 約 99％を説明している｡ 第 1 成

分は約 58％を説明し, 中部地区と関西地区を除く本州で強く作用している｡ 成

分得点は成田空港が高く, 本州地区成田空港に関する成分と推定される｡
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第 2 成分は約 13％を説明しており, 九州地区で強く作用している｡ 成分得点

は福岡空港と博多港が高く, 九州に関する成分と推定される｡

第 3 成分は約 12％を説明しており, 北海道地区で強く作用している｡ 成分得

点は新千歳空港が高く, 北海道新千歳空港に関する成分と推定される｡

第 4 成分は約 10％を説明しており, 関西地区で強く作用している｡ 成分得点

は関西空港が高く, 関西地区関西空港に関する成分と推定される｡

第 5 成分は約 3％を説明しており, 沖縄で強く作用している｡ 成分得点は那覇

空港が高く, 沖縄那覇空港に関する成分と推定される｡

第 6 成分は約 3％を説明しており, 中部地区で強く作用している｡ 成分得点は

中部空港が高く, 中部地区中部空港に関する成分と推定される｡
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図 8 訪問先都道府県別に最も利用した空港
資料) JNTO訪日外客訪問地調査による｡
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表 1 主成分負荷量表



上記を表にまとめたものが, 表 3である｡ 広島および宮島が中国地方でありな

がら, 第 1成分の成田空港で強く作用していること, 金沢および高山が第 1成分

の成田空港と第 6 成分の中部空港の両方に 0.8 未満 0.6 以上でやや強く作用して

いること, 同様に京都および姫路が第 1成分の成田空港と第 4成分の関西空港の
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表 3 観光地を成分負荷量とした各入出国空港 (港) の主成分分析
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表 2 主成分得点表



両方に 0.8 未満 0.6 以上でやや強く作用していることが注目される｡ それぞれの

国・地域の旅行者にとって訪れたい観光地ではあるが, 近くに空港がない場合に,

新幹線あるいは高速道路を使って移動しているものと推測される｡ また, 入国と

出国を分けて実施したが, 成分得点表で目だった差異は認められなかった｡

2 国・地域を成分負荷量とした場合の入出国空港 (港) の主成分分析

訪日旅行者の属する国・地域によって, どの空港を利用している傾向があるの

か, 旅行者の属する国・地域を変数として入出国空港 (港) を分析する｡ 成分負

荷量表は表 4, 成分得点表は表 5のとおりである｡ なお, 前述と同様に第 2成分

以降の成分の解釈をしやすくするため, 成分数を 3と指定し, バリマックス法に

よる直行回転を行った｡

第 1 成分から第 3 成分までで, 約 99％を説明している｡ 第 1 成分は約 57％を

説明し, 欧米地域で比較的強く作用している｡ 成分得点は成田空港が高く, 欧米

地域に関する成分と推定される｡

第 2 成分は約 25％を説明しており, 韓国を除くアジア地域で強く作用してい

る｡ 成分得点は新千歳空港, 成田空港, 中部空港, 関西空港と高く, 空港が分散
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表 4 主成分負荷量表



している特徴がある｡ アジア地域に関する成分と推定される｡ また, 成田空港の

成分得点が, 入国より出国が高くなっている特徴がある｡ 出国の前に東京を訪れ

ていることが推測される｡
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表 6 国・地域を成分負荷量とした入出国空港 (港) の主成分分析

表 5 主成分得点表
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第 3 成分は約 17％を説明しており, 韓国で強く作用している｡ 成分得点は羽

田空港, 関西空港, 福岡空港, 博多港で高く特に羽田空港で高い成分得点を得て

いる｡ 韓国と日本の距離や航路, 航空便との関連があるものと推測される｡

強く作用する変数および高い成分得点を抜粋すると表 6のとおりである｡

3 国・地域を主成分負荷量とした訪問地 (観光地) の主成分分析

訪日旅行者の属する国・地域により訪れる観光地の傾向をみるため, 旅行者の

属する国・地域の訪日旅行者数を変数として各訪問地 (観光地) を主成分分析し

た｡ 前述と同様に成分数を 3に指定し, 第 2・第 3 成分の解釈を分かりやすくす

るためバリマックス法による直行回転を行った｡ 成分負荷量表は表 7, 成分得点

表は表 8のとおりである｡

第 1 成分から第 3 成分までで, 約 98％を説明している｡ 第 1 成分は約 44％を

説明し, 比較的欧米地域で強く作用している｡ 成分得点は東京周辺の地域が高い

得点を上げており, 東京以外では, 京都と広島の成分得点が高くなっている｡ 東

京ディズニーランド, 小樽, 札幌は大きくマイナスになっている｡

第 2 成分は約 39％を説明しており, アジア地域で比較的強く作用している｡
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表 8 主成分得点表



成分得点については, 新宿, 原宿のほか, 大阪, 北海道の札幌, 小樽が高く, 福

岡も高い得点を得ている｡ 一方, 東京の象徴的な存在である皇居, 東京タワー,

銀座で大きくマイナスになっている｡ また, 北海道や九州の福岡が高得点を得て

いるなど, 比較的訪問する観光地が分散している傾向がある｡

第 3 成分は約 17％を説明しており, 中国がやや強く作用している｡ 成分得点

の特徴として, 大阪, 名古屋といった関西, 中部の中心都市が高い得点を得てい

るほかに, 富士山, 箱根が高い得点を得ている｡ 一方, 渋谷, 原宿, 六本木は大

きくマイナスになっている｡

強く作用する変数および高い成分得点を抜粋すると表 9のとおりである｡
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表 9 国・地域を主成分負荷量とした各観光地の主成分分析



Ⅲ 外国人観光客の訪日前に期待したこと, 満足したこと

1 訪日前に期待したこと

訪日外国人観光客が日本に何を期待して訪日しているか, また訪日して何に満

足したかという点に着目する｡ 前述の 2009 年日本政府観光局 (JNTO) による

訪日外客訪問地調査の資料から, 訪日前に日本に期待したものの数を変数として,

訪日外国人旅行者の属する国・地域の旅行者数について主成分分析を応用して分

析した｡ また, 国・地域の特徴を出すために, 国・地域ごとの割合を変数とした｡

初期の固有値を 1以上と指定し, 第 2成分以下の解釈を分かりやすくするためバ

リマックス法による直行回転を行った｡ 成分負荷量表は表 10, 成分得点表は表

11 のとおりである｡

第 1成分から第 3成分までで, 約 82％を説明している｡

第 1 成分については約 37％を説明している｡ ｢博物館・美術館｣, ｢伝統景観・

旧跡｣, ｢大都市景観｣, ｢現代文化体験・鑑賞｣, ｢伝統文化体験・鑑賞｣, ｢日本人

の生活・交流｣ の変数が強くプラスに作用し, ｢日本の食事｣ についてもプラス

に作用している｡ こうした点から第 1 成分は, ｢文化観光｣ を表している成分と

推測される｡ 成分得点を見るとフランス, ロシア, 英国, カナダなど欧米からの

旅行者が高い得点を示している｡ 欧米からの旅行者が日本の文化面に興味を持っ

て訪日していることが推測される｡ 逆に, 韓国, インド, 香港, 中国などアジア

地域の旅行者の成分得点はマイナスとなっており, ここだけをみると, 文化面へ

の興味は比較的低いのではないかと推測される｡

次に, 第 2 成分は約 29％を説明している｡ ｢自然景観｣, ｢温泉｣ の変数が強く

プラスに作用し, ｢テーマパーク｣, ｢ショッピング｣ についてもプラスに作用し

ている｡ こうした点から ｢レジャー観光｣ を表している成分と推測される｡ 成分

得点は, 台湾, 香港, 中国, ロシアで高く, インド, ドイツ, 韓国, ではマイナ

スの値が強くなっている｡ 韓国とインドを除けば, アジア地域で高い得点を示す

傾向がある｡

第 3 成分は約 16％を説明している｡ ｢繁華街｣, ｢スキー｣ の変数が強く作用し

ている｡ 成分得点は, オーストラリアが非常に高く, 次いで香港が高い得点を得

第 2章 観光立国の意義および訪日外国人観光客の入出国空港等に関する特性分析34



ている｡ 日本に訪れてスキーなどを目的に観光を楽しんでいると推測される｡
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2 訪日後に満足したこと

訪日後に満足したことについて, 前述と同様に 2009 年日本政府観光局

(JNTO) による訪日外客訪問地調査の資料から, 出国時に日本で満足したもの

を変数として, 訪日旅行者の属する国・地域の旅行者数について主成分分析を応

用して分析した｡ 初期の固有値を 1以上と指定し, バリマックス法による直行回

転を行った｡ 成分負荷量表は表 12, 成分得点表は表 13 のとおりである｡

第 1成分から第 5成分までで, 約 90％を説明している｡

第 1 成分は約 43％を説明している｡ 前述の ｢期待したこと｣ と同様に, ｢博物

館・美術館｣, ｢現代文化体験・鑑賞｣, ｢伝統文化体験・鑑賞｣, ｢伝統景観・旧跡｣

｢日本人の生活・交流｣ ｢大都市景観｣ の変数が強くプラスに作用している｡ 第 1

成分は, ｢文化観光｣ を表している成分と推測される｡ 成分得点を見るとフラン

ス, ロシア, カナダ, 英国など欧米からの旅行者が高い得点を示している｡ 前述

と同様に韓国, 香港, 中国などアジア地域の旅行者の成分得点はマイナスとなっ

ている｡

第 2 分は約 19％を説明している｡ ｢自然景観｣, ｢温泉｣ の変数が強くプラスに

作用している｡ ｢自然・温泉｣ を表している成分と推測される｡ 成分得点は, 台

湾, ロシア, 中国で高く, インド, ドイツはマイナスの値が強くなっている｡

第 3 成分は約 10％を説明している｡ ｢産業観光｣ が強く作用し, ｢テーマパー

ク｣ も作用しており, 成分得点はロシア, インドが高くなっている｡ 観光のみを

目的としているというよりは, ビジネスを兼ねて観光をしている可能性がある｡

第 4 成分は約 10％を説明し, ｢スキー｣ の変数が強く作用している｡ 成分得点

は, オーストラリアが非常に高い得点を得ている｡ 日本に訪れてスキーなどを目

的に観光を楽しんでいると推測される｡

第 5 成分は約 9％を説明し, ｢ショッピング｣ の変数が強く作用している｡ 成

分得点は, 香港が非常に高い得点を得ている｡ 中国では, 香港を ｢ショッピング

の天国｣ と呼んでいるが, 香港からの訪日客にとってショッピングの満足度が高

いことは注目に値する｡

最も旅行者数の多いのが韓国であるが, 国・地域ごとの割合を変数としたため,

韓国の特徴が現れなかった｡ これとは別に, 割合ではなく訪日旅行者の数で主成

第 2章 観光立国の意義および訪日外国人観光客の入出国空港等に関する特性分析36



分分析をしたところ, 訪日前に期待したことでは, ｢特になし｣ が最も強く作用

した｡ 距離的にも近いため, 特別に期待をしないで観光をしているという推測も

成り立つと思う｡ ただし, 同じような距離である台湾との違いは明確ではない｡
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表 13 主成分得点表



Ⅳ おわりに

入出国空港 (港) については, 北海道, 九州, 沖縄はそれぞれの空港圏を持ち,

本州については, 成田空港が玄関口となり, その中に関西空港と中部空港の空港

圏が存在している｡ 訪日外国人の属する国・地域による違いは, 主に成田空港を

利用する欧米諸国と比較的広範囲に空港を利用するアジア諸国の違いがあった｡

訪日前に期待すること, または訪日後に満足したことを主成分分析することで差

異がさらに明らかになった｡ 主に日本の文化面に興味を持つ欧米諸国からの旅行

者, 自然景観や温泉に満足を得るアジア諸国からの旅行者, スキーに特化したオー

ストラリアからの旅行者, 産業観光に特化したインドおよびロシアの旅行者, ショッ

ピングに特化した香港の旅行者という特徴があげられる｡

観光は経済波及効果の高い産業であり, 日本経済, 特に地方の経済が停滞から

抜け出す切り札となる産業である｡ 現状では, 日本人の国内旅行は宿泊数, 回数

共に減少している｡ 今後も休暇取得の増加などの要因がなければ, 国内旅行者が

伸びる見込みは高くない｡ ところが, 訪日外国人旅行者は他の諸外国と比較して

も受け入れ数が少なく, 今後まだまだ伸びる余地がある｡ そこで, 外国人観光客

(旅行者) を増やす必要があるが, 外国人の訪日先は東京および 3 大都市部, あ

るいは北海道, 北九州に集中する傾向があり, 他の地方へ誘致し, いかにして経

済効果を地方にいきわたらせるかという課題がある｡ 今回の分析では, 訪日外国

人の期待しているものの傾向について若干触れることはできたが, 地方の観光産

業の育成につながる指標としては不十分なものである｡ この点は今後の課題とし

て, これからも訪日外国人旅行者の推移に注目していきたいと考えている｡

注

1 2010 年日本観光学会中部支部研究発表大会での発表をもとに著したものである｡

2 JNTO訪日外客訪問地調査 2009 の調査の概要

調査対象：日本旅行を終え, 新千歳, 仙台, 成田, 羽田, 中部, 関西, 那覇の各国際

空港および博多港 (海港) から出国しようとしている滞在期間 2 日以上,
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90 日以内の外国人旅行者

調査時期・標本数：計 15,255 票, 内訳：2009 年 1 月～2 月 (4.417 票), 7 月～8 月

(5.181 票), 10 月～11 月 (4.962 票)

3 国土交通省総合政策局観光経済課 ｢旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究｣ の

概要についてから引用｡

4 2010 年日本交通学会シンポジウム観光庁講演資料から一部を引用｡
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